グリオ覚え書き by 江波戸,昭
グリオ覚え書き
江波戸 昭
もし女房どもががみがみいいだレたら
グリオを呼ぶにかぎるってもんさ
バラフ:tν
あの木琴の音が聞こえりゃあ
すぐおとなしくなっちまうんだから
(オー ト・ヴォルタ，ポポ族の諺〉
グリオとは グリオ griotとL、う語が何に由来するものか，まだ私は正確に知
りえないでいるム今のと ζろ， “グリオ"の項目をもっ唯一の百科辞典とみら
れるラルース大百科には， rブラック・アアリ;カにおける一種の詩人で放浪の
音楽家」とあり，さらに「彼らは独自のカストを構成し，時には超自然的な力
をもつものとされている。恐れられていると同時に尊敬されており，伝統的な
社会組織の埼外に置かれているので，しばしぼ，個人や部族聞の紛争の調停役
として選ばれもする。Jとかっこっきで注釈されているが， その語源について
はいっさL、ふれ百れていない。
本来，西アフリカのいずれかの部族の言葉からフランス語に転用されたもの
と思われるが，それについてはアンリ・ラプレ H.Labouretの記述が最も示
(1) 7'''' 
唆的である。植民地時代のダカール(現セネガルの首都〉に設立された“アプ
テイチz・ダフリク
リカ研究所"の調査に基づいて詳細に記述された彼の「西アフリカの農民」の
一部は，かのグ Jレト・ザッグス C.Sachsの遺著「音楽の源泉J(The Well・
(2) 
string 01 Music 1961)にも引用されているところであるが，そのトゥ Jレグー
Jレ族(現在のセネガル西部iこ居住する部族〉の職業集団の分析の中で，グリオ
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がこの部族ではガウロ gaoulo(複数でアウルベ aouluobめと呼ばれ，さらに
この諾は，混ぜる・接ぐを意味し，感動させる・興奮させるの義に転用される
アウル aoulに起源をもつものと記されているのである。おそらく，その演奏
する音楽によって人々を感動させるガウロないしそれに類似の周辺部族の単語
が，フランス語のグリオになまったのであろう。
グリオの語は，このラブレの著作よりだいぶ前から，フランスの文学作品な
どに用いられていたようである。グリオに関するもうひとつの基本的資料とみ
られ，彼らの音楽を収録したレコードとして，現在のところ，最もよくまとま
っているプランス・オコラ Ocbra盤の「グリオの音楽J(セネガル編 OCR-
15，ニジエール編 OCR-20)の解説者トリア・ニキプロヴェツキ T.Nikipro-
(3) 
wetzkyは次のように記している。「グリオという語をアフリカの魔法使いの一
種ぐらいにしか解さない多くの西欧人は，その語の正確な意味を見落している
とし、ってよい。科学的厳密さよりも異国情緒をかもしだすことに気を使ってい
たすべての住時の文学を通して，無制限に広められたこの語の誤った意義をぬ
ぐし、さって，今日，現実にグリオが演じてきた社会的役割の複雑さを考察して
みることが肝要である。一種の中世の吟遊詩人のアフリカ版としてのその存在
を。……(中略〉……イスラム教がその影響を及ほし，権力ある首長がその力
をふるってきた西アフリカのすべての国々と同じく，われわれはセネガルにも
多くのグリオを見山しうる。……J
西アフリカとイスラム この記述からも察せられるとおり，グリオの存在は，
西アフリカにおけるイスラム教のあり方と不可分の関係にあるように思われ
る。
西アフリカの砂漠からサバナの一帯に住む人々に各種の文化をもたらしたイ
スラムは，ベルベル族を通して，早くも10世紀のζろから伝えられはじめてい
た。 11世紀には当時のガーナ帝国のレムトウナ族の首長が，メッカ巡礼の帰
途，ペルベル族の布教者をつれ帰り，セネガJレ下流の島に僧院をうちたてた。
これがアル=モラヴィド朝の起源で、あるとされる。やがて同志の数もふえ，島か
ら出てガーナ帝国と戦い， 1067年にはこれを桓服し，西部サハラ全域にわたっ
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ての住民の多くは改宗させられた。 1082年にアル=モラヴィドは， デフリカ北
西部をアルジェに至るまで席倦し，スペインに進出するとともに，若干の黒人
(4) 
部族をイスラム化していった。
12世紀にアル=モラヴイド朝にとってかわったアル=ムワッヒド朝は，最初か
らイスラムの一派であるスーフキ一派の運動と結合し，西アフリカ東部のニジ
(5) 
エール方面の黒大の土地にしだいに彦透していった。そして13世紀，アフリカ
史土最大といわれるイスラム系のマリ帝国が建設されてからは，王たちは豊富
な金を携えて， こぞってメッカ詣ーりに出かけていったのだった。
もちろん，部族の述合王国といった性格の強いこの黒人王国の統治下にあっ
た地域の住民すべてが，名目的にはともかく，実質的にザスラム化されたわけ
ではなく，常に原始的な宗教や伝統的な信仰との対立は存在した。とくに，す
でに強固な社会的・宗教的組織なり，政治力をそなえていた地域では，イスラ
ムは排除される傾向が強かった。しかし，イスラムの数多い宗派のなかでも，
戒律の厳しいスンニー正統派そのものとちがって，この地に伝達されたスーフ
ィー-運動と結びついた宗派は，きわめて柔軟性にとみ，伝統的な生活様式や宗
教観念の改編を必ずしも民衆に要求しなかったので，一般にはきわめて容易に
浸透していったようである。視点をかえれば，黒人たちはイスラムをも自分た
ちの尺度で再構成し，その好みに応じてまとめていったといえよう。アフリカ
のイスラム教徒たちは，おおらかに酒も飲むl，女性のチャドル着用などもあ
まり行なわれていないのである。 1352年にマリ帝国を訪れたかの大旅行家イプ
ン・バットゥータは，その紀行のなかで，不正行為が少ないこと，圏内の治安
がととのっていること，礼拝やコーランの暗請に熱心なことなどをほめあげて
L 、る一方，婦人がチャドルをつけず，裸で王の前に出ることはよからぬことだ
(6) 
と記している。
また， タリグ・エJレ・フェグッシは r世界にはコンスタンチノープノレの最
高のサルタンの他に 4人のサルヲシがいる。すなわち，パグダド，カイロ，
(7) 
ボルヌ(チャド西方)，マリのそれである。Jとして，カイロを含めれば3人ま
でのサルタンをアフリカに認めている。イスラムにとって，いかに当時のアブ
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リカが主要な拠点となっていたかがわかろうというものだ。
イスラムの普及，なかでも民衆的イスラム音楽の展開に大きな役割を果して
きたスープイズム Sufism(タサッウフ Ta拘wwuf)について， ここでいくら
'" -フ
かふれておこう。スープイ}相fiの語源は羊毛羽fにあるといわれ，染色し
ていない羊毛の粗衣をまとったもの，ということからこの語が生まれたと説明
されている。この羊毛の粗衣は，はじめは単なる個人的な悔悟を示すにすぎな
かったが，イスラム暦2世紀(西暦8世紀〉にはいると，イラクに彼らの集会
組織とみられる最初の小集団が生まれ，修業のための庵や洞窟が登場した。彼
らの読請はしだいに儀式的なジグル dhikrやサマーウ Samaへと展開してい
った。スープイズムの起源については明確にされていないようだが，中世にお
ける神秘主義的傾向は，世界の各地・各民族にかなり共通してみられるもの
で，必ずしもイスラムに特徴的なものとはいえない。ヨーロッパの研究者たち
がこれ安“イスラム神秘主義"と呼んでいるのは，アジア的神秘という， きわ
めてあいまいな，自分たちの理解にあまるものといった感覚をふくめてのこと
ではなかろうかと思われる。
それはともかく，イスラム暦 4~5 世紀，すなわち西暦10，.."， 11世紀にはいる
と，スーフィーの組織化が進み，シャイク shaykh(ペルシア語ではピーJレp!r)
と呼ばれる高僧を頂点とする大規模な教団組織が各地に出現するようになっ
た。これに入門し，“スーフィーへの道"を伝受された多くの修行僧たちは，
粗末な羊毛の衣服をまとい，簡単な楽器を携えて，町から村へと放浪の布教の
放に出る。すでに帝国そのものとしては衰退期にあった12世紀以降，中央アジ
ア，インド，東南アジア，アフリカなどの各地にまたがる広大なイスラム圏全
域にわたって，とうした直接民衆に働きかける親しみやすい形でのスーフィー
の布教活動は大きな役割を果したのだった。とくに，正統派がどちらかという
と都市的性格をそなえていたのに対して，彼らは農村的性格を強くもち，各地
の農村共同体，ギルドやカスト制における職業楽団と結びつくことにより，一
面てやは現地の旧来からの民間信仰と妥協するとL、う柔軟性を示しながら，イス
ラム化を広汎かつ急速に進めていったのである。農村部ばかりでなく，各地の
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宮廷で活躍したすぐれた音楽家たちの多くもスーヲィーの修行を受けた人々で
あったという。
こうして，スープイズムの会盛期と喝される12~13世紀をむかえるころには，
惨行僧たち， とくに放浪の旅を.つづける托鉢僧としてのカランダJレ qarandar
やデルヴイシュ dervi干の流れをくむものたちが 1-2弦程度の素朴な撤弦
あるいは擦弦楽器を手にして，イスラム圏ないLその周辺各地にまで広くみら
れるようになった。その楽器は，いうまでもなくiペルシアあるいはアラブの
民俗楽器として広く用いられているタール tarやレバープ rebabの系統のも
のである。 すなわち， トルコのアナー ド lリ白ア地方ではサズ sazを手にしたオザ
ン ozanやアシュク時lkが， インドのベンガJレ地方ではエグターラ ek-tara
(一弦琴〕のアーナンド・ラヒリ anand lahiri を手にしたパウ Jレbaulと時
ばれる吟遊詩人が活躍している。さらに同じタイプの吟遊詩人として){)レカ
ン半島のブルガリアやユーゴスラヴィア南部には 1-2弦の擦弦楽器グスラ
guslaをもったグスラーリ guslariが，ルーマニアには強弦系のコプザ cobza
をもったラウタール lautarが， ウグライナにも a閉じコプザ(バンドゥーラ
• bandura)をもっコブザーリ kobzari(バンドゥリスト bandurist) が出現し
た。一方，西ヨーロッパでも， ィースラム支配下にあったイベリア半島の北部か
ら南フランスにかけて， 11-13世紀にトゥルパドウール troubadourが登場
し，やはりアラブ・ペルシア系の接弦楽器ウド udに発するリュート luteな
どを手に，おもに恋愛や日常生活に関する人間的な歌をうたったことは周知の
ところである。これらの吟遊詩人のうち，明らかにスープィ一流と結びついて
U、るトルコやインドの場合を除いて，どれだけスーフィーないしイスラムとの
関連があったものか，諸説が分かれていて現在のところ何ともいいがたいが，
当時の社会経済的背景からみて，かなりその影響を受けていたものと推定しう
る。西アフリカのグリオについても同様，スーフィーとなんらかの接点をもっ
ていたことは確雷してもよさそうに思われる。
グリオのギルド グリオがいつごろ，どの地域で発1生したかはさだかでない
が，すでにマリ帝国の14世紀当時，この黒人王国で社会的分業が展開していた
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といわれる。たとえば，シュ・レ=カナJレJ.Suret-Canaleは，運くとも 10世紀
のガーナ王国の時代から，多くの地方で鍛冶，木工，機織，草細工などの手工
業者階層が形成され， 14世紀には，繊維部門内部での紡・織・染などの分業lこ
まで発展していたとしている。さらに，社会生活のくぎれ目をなす各種の祭礼
に不可欠の語り部兼詩人のグリオや医者，占い師と~ ¥-::>た知的な領域にまで，
(9) 
分業は普及しつつあっ iたとも記している。
しかしその後，ヨーロッパとの接触，奴隷との交換において武器・繊維品・
雑貨などの輸入が増加していくなかでィ生産的な分野での織物師・鍛冶師など
(10) 
の職人は失業し，これらのギルドは崩壊していっーたようである。 a社会が最も必
要とする生産年齢人口にあたる若者たちの多くを奪われつつあったアフリカで
は，こうして生産力の発展そのものfが完全に麻揮させられてしまっ白たのはもち
ろん，音楽を含む文化面においても，奴隷貿易が大きな影響をもたらしたこと
は容易に察しうる。各種の職人ほどに直接的ではなかったにせよ，グリ.:::tのギ
ルドも変質せざるをえなかったであろうし，有能な後継者を失なっては，新L
L 、作品の創造，楽器の改良などの面で，停滞さらに後退せざるをえなかったの
もやむをえまL、。ただ，その本家本光の分を補なってあまりあるほどに，黒人
たちは新しい居住地としての南北アメリカにおいて，その才能を発揮していっ
た。グリオをはじめとするアフリカの音楽と，アメリカのそれとのつながりに
ついては，ポール・オリヴァー P.Oliverやラブロウスキー J.Rublowskyな
(11) 
どの手で，近年とくに活発に論証が進められつつある。
さて，先にふれたように，グリオは細工師や鍛冶師と同じく，職業的音楽家
として，カストの性格をもそなえた，はっきりとした一つの職業集団=ギルド
を構成してきた。彼らの役割りは多様で，アラピア語以外に独自の文字をもた
なかったこの地域においては，年代記の継承人としての語り部ないし歴史家，
すべての祭りや儀式をとりしきる司祭，個人や集団のもめごとの際の調停役あ
るいは裁判官などの性格をも， しばしば兼ねそなえていた。それだけ，地域社
会にとって重要な存在だったのである。
ただし，一言にグリオといっても，すでにシープルック W.Seabrookが1931
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年刊の「ジャングルの道JJungle Waysでコートジ、ポヂーノレのダーン族の事例
(12) 
をあげて指摘しているごとく，大きくし、って二つの立場のものがみられる。そ
サルタンエミル
の第ーは，個人あるいはぺアで，さらに何人かのク.ループ編成で王や族長，首
長などに専属的に雇われ，その宮廷ないし家に同居するか隣接して住んでいた
お抱え楽師である。第二は，これらの定住したグリオに対して，前述のスーフ
ィーの托鉢僧と同系の，放浪の吟遊詩人である。彼らは誰とも特定の雇用契約
を結ばず，まったく自立していることを誇りとしている。一般に親方の下に10
人くらいの集団を作り，近隣の家なり仕事のクソレーブから，祭'りや行事に際し
てお座敷がかかれば，いつでもその芸をサーピスしたり，家々を廻って門付け
をしたりして，金銭や飲食物の報酬を得る。ヨーロッパの場合のジョングルー
ル jongleurやシュピールマン spielmann とL、った道化役， わが国での大道
主人や河原乞食的な性格をもそなえていたのである。
グリオのギルドは，当初，一般に世襲で，息子ないし甥が継承した。したが
って特定の家系に限られており，姓もまたケイタ Keita， マナディ Manadi，
(13) 
ディパテDibateなどとほぼきまっていた。その後，奴論貿易の激化に伴っ
て，従来どおりの組織を維持できなくなったためでもあろうか， しだいに開放
的なものとなり，地域による差はあるようだが，才能と熱意さえあれば，誰で
(14) 
も加入できるようになっているところもある。ただし，志望者に対するトレ一
二ングはまことに厳しいものがある。子供の時に入門した弟子は，一本立ちす
るまでの長い修業の間，気の遠くなるほどの量の伝統的な歌詞を覚え，それら
にふさわしいメロディやリズムをマスターしなければならない。宮廷づきや首
長づきの場合は，その特定の王国・部族・家族の歴史を何代にもわたってそら
んじる。あるいは重要な儀式・祭礼の際のえんえんとつづく儀式歌を，きちん
とした手順をふんで歌うことを要求される。
グリオのほとんどは男であるが，たまには女もいる。彼女らは一般に男性グ
リオの妻である。アラビア語で読み書きのできる文化人のグリオたちは，多く
の歌を覚えてそれらを歌いこなすと同時に，新しい事件やニュースを即興的に
歌いこみ，雇い主や聴衆宏喜ばせるだけの詩人・作曲家としての能力をもそな
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えていなければならない。民衆を前にして演ずるときには，こうしたタレント
性はとくに重要である。歌詞の即興性は，世界各地の吟遊詩人において，さら
に民謡の歌い手についても，多少とも一般的に要求されるものであるが，アフ
リカの場合は，これがごく当り前にみられることはよく指摘されるところであ
る。たとえば， ヨーロッバ人として， 1796年にははじめてニジエール地方を
探検したマンゴ・パーグは，ある晩泊めてもらった民家で， “風はうなり，雨
は降った。かわいそうに，白人がぐったりと疲れはてて，わたしたちの木の陰
にきてすわっていた。ミルクをくれる母もいない。麦を粉にする妻もいなL、。
その白人はかわいそうだ。お母さんがいないから H ・H ・"といった内容の即興的
(15) 
な歌を女たちが呼応、形式で歌うのを聞いて，ひどく感激している。現在もこう
した状況はまったく変っていなL、。われわれが出かけていけば，それがたちま
ち歓迎の歌に歌いとまれるし，彼らが大阪の万博にでも来れば， “われこそは
ジェット機に乗って日本に行ったんだ"といった歌詞が民謡としてつけ加えら
れるとLづ調子である。
それはさておき，グリオには，歌詞の即応性ばかりでなく，楽器演奏の上で
も，各種の楽器にわたっての，高度なテグニックと即興住とが要求される。グ
リオたちが愛用してきた代表的な楽器をいくつかあげてみると， リュート系の
ガラャ garaya(ニジエール・ハウサ族)，コンデ konde(オー ト・ヴオルタ)，
バンジョーの前身とされるハラム kharam(セネガル・ウォロフ族)，ハープ・
リュート系のコラ kora(ギニアからセネガル，マリの海岸部一帯)， 1 ~2弦
の擦弦楽器のゴジェ godje(エジエール)，カラ yディ y kalandin，木琴のパ
ラフォン baJafonなどがある。たしかに，アフリカの楽器そのものには，高
度に発達したものは少ないが，それでも，コラやパラフォンなど，かなりのテ
クニックを要するものがある。また，複数のグリオでの合奏の場合，普通は5
"'6人程度の小編成で，なんらかの弦楽器と打楽器との組み合わせが多いが，
特殊な例てやは 20人をとえるほどの大編成もあり， それだけ楽器の種類も多様
化される。
ラブレの記述から グリオに関して最も具体的な事例が生き生きと描かれてい
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る，先にも引用したラブレの報告に基づいτ，彼らの地位や~活を紹介してみ
ることにしよう。
まずラプレは，西アフリカのグリオを合む職業集団が函ヨーロッ-.1-¥てoのそれ
のように都市的存在でなく，部族連合的色彩の強い黒人王国を構1成していた地
方的領主の庇護の下に生まれたものであると指摘する。そし-て， 19世紀末ころ
まで存在した古い領主の館を復原してみると，常にその一角に職人や音楽家や
語り部たちが住んでいた住居と彼らの仕事場を見出すことができるとLサ。ギ
ルドのメンパーはそれぞれの親方の家の周辺に住み，親方は彼らの弟子たちを
庇護していただけに，かなりの財産を有している者も多かった。西アアリカの
場合， ヨーーロッパに比べて文化的・社会的重要性をあまりもたず，その数も限
られていた中心的大都市に，職人たちがひきつけられることはほとんどなく，
それよりも地方領主に付随して住むことを選んだのである。彼らが身を寄せて
いた領主が死んでしまうか，権力を失なってしまったときにほ，次の庇護者を
みつけだすまでの期間，彼らが友人と考えている近隣の村々に居を定める。こ
占のあたりにも，彼らが農村的性格を強くもっていたことが示lされている 0'
さて，その上でラブレは，セネガルのトゥクルール族の事例を詳細に記載す
(17) 
る。かつでアルzモラヴィドによってイスラムに改宗させられたこの部族におい
て，カストと Lては下位のものとみなされている音楽家や職人た:ちは，上位の
者にとかくおべんちゃらを使7ととから “おペっか使L、"を意味するニェン
ベ nyenb岳、(単数はニェニョ nyenyo)をつけて区別される。上位の者たちは，
下位の連中を“赤ン坊をおんぶしている"ように，自分たちが保護してやって
L 、るのだと考えているo このニェンベの階層はさらに三つのカ‘テゴリーに区分
されており，それぞれ専門的，ヒエラ Jレヒー的，そして結婚の上での特色をそ
なえている。すなわち，
1. 音楽家，弦楽器奏者，織職，靴職，鍛冶職，冶金職
2. 木彫職，舟職
3. グリオ歌手
己なっていて，各カテゴリー内部でも多少の土木の区別がされてはいるが，ほぼ
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同等に位置づけられていて， '互いに結婚しうる。この三つのなかでもグリオは
たいへんにさげすまれていて，他のカテゴリーの人々とは決して結婚できず，
しかもこの場合.音楽家・器楽奏者とはっきり区分されているのが注目され
る。ラブレ自身，この点につ¥~てとくにふれてはいないが， トゥルパドゥ-)レ
に対するジョンク.ルーJレ， ミンネゼンガーに対するシュビールマンに相当する
ものとみなしえょうか。
このように，社会の最下層におかれているグリオたちは，金持ちを追いかけ
ては賞賛の言葉をあびせるか悪口をなげかける。そのどちらになるかは，いう
までもなく，相手が太っ腹であるかけちんぼであるかによってきまる。彼らの
妻たちも，家から家を廻って門付けして歩き，同じく賛辞をおくったり，遠ま
わしにののしったりする。
ラブレはまた，オート・ヴオルタのポボ族についても，興味ある記載をして
(18) 
L 、る。ボボの社会でも，鍛冶塵とグリオの二つの職業楽団は， “恥知らずな要
求をし，自分では何もしないで寄生している連中"として村の中でさげすまれ
ているが，この二つのカストが，しばしば，互いに争い合う-というのである。
この争いは，他に誰もいないところで，個人同士が出くわした場合，敵意をこ
めて精いっぱL、の悪口をいい合うことが多いが，時には互いに集団をなして公
衆の面前で、わたりあい，人々はその争いを見物して喝采する。この場合，両陣
嘗から各一人の代表者が出，グリオ倶ijは楽器を用いずに歌だけで，鍛冶屋側は
しゃべるだけで，何時間にもわたり，相手をだまらせるまでつづける。敗者は
勝者に罰として鶏か豚を差出すことになっている。時には隣村同士で，一方の
グリオと他方の鍛冶屋とがやりあい，賞品に牛が出されるというが，こうした
即興のやりとりは，村の人たちの大きな楽しみになっていたようである。
グリオのニ面性 四アフリカでは，鍛冶師のカストが，部族によって極端に尊
敬されるか，さげすまれるかのどちらかであることが注目されている。概して
いえば，西部の農耕社会で、は尊敬され，東部の遊牧社会では軽蔑される傾向が
(19) 
みられるとL可。両社会での生産手段の相違に関連してのことでもあろう。
グリオのカストもほぼこれと同様に，地域や部族により，その社会的地位に
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きわめて対照的なものがみられる。それと同時に，グリオにせよ，鍛冶師にせ
よ，職業集団全体として，一方でその高度な技術性・芸術性によって賞賛され，
名誉あるものとみなされる反面，社会的仁さげすまれているとL、った二面性を
常にそなえてもいる。とくにグリオにおいては，先の hゥクノレール族の場合の
ように，音楽家とはっきり区分されているか，他の場合ほしばしばみられるよ
うに，一括して音楽家=グリオとみなされるかによって，このあたりの解釈は
かなり変ってくる。換言すれば，グリオの語義自体がはっきりせず，記載者が
それぞれ適当に使っていることが，ますますその性格を不明確にしているよう
に思われる。
西アフリカに限らないことだが，職人階層に対して共通してみられるさげす
みの感覚は，皮職に代表されるように，普通の人が扱わないようなきたならし
いもの，汚れたものを仕事の対象としていることからくる。さらに，彼らが他
人に従属したり，色依拠して生活していることにもよる。誰でも，自分が庇護あ
るいは保護している者に対しては，自分より下にみるものだからである。こう
した点に関連して，フランシス・ベベイ F.Bebeyは，グリオの発生を物語る
(20) 
次のような興味ある逸話を紹介している。
ある時，暑い目ざしの下 2人の兄弟が旅をつづけていた。やがて，飢え
と疲れにどうにもならなくなった弟が兄に向っていった。 fl人で、先に行っ
て下さL、。僕はもう腹がへって動けないのです。」兄はその願いを受l打、れ
たかのようにみせかけ，茂みのかげにかくれて自分の腿肉を万で切りとり，
頻死の弟に与えた。弟はそれを食べて元気になり，再ひ。連立つて歩き出した
ところ，兄が血で汚れているのをみて，その真相をさとり， rあなたは自分
の肉を切り取ってまでして私を助けてくださった。これからは私はあなたの
従僕として仕えるだろうし， 私の子孫もずっとそうするでしょう。Jと誓っ
。?
こうして弟がグリオの祖先になったという，巾のまつわったこのいい伝え
は，けがれたものを扱い，従属的な低位のカストとして位置づ、けられたグリオ
の発生の事情をそれなりに示唆しているように思われる。
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それでは，グリオのもつもう一つの面，尊敬され，恐れられているのは何に
由来するものであろうか。それは，一般の村民とちがって，いわばアンタッチ
ャブルとして隔離されている彼らだけが，逆に自由に動けるとLづ特権をもっ
ているためとみられる。彼らは，単に音楽的に高度な技術を身につけているば
かりでなしその仲間にしか通じない特殊な陰語をもっていて，村の人たちに
(21) 
恐れを抱かせる。また，村から付へと歩いて多くの情報に通じており， 歴史
家・系譜学者としての詳しい知識をもち合わせてもいる。個人的・部族的抗争
の折には，こうした情報や知識に基づいて調停役となり，両者の和解をもたら
すこともあるし，時によっては争いをかきたてることもできるのである。こう
したことからすれば，自由人としての彼らが，カストの上での劣勢をくつがえ
すだけの実力をもって，尊敬や畏怖を得ているというのも十分に背けよう。
各地のグリオ 先述したように，グリオの呼び方そのものに問題があり，すべ
て同列には論じえないが， とにかく，数少ないグリオに関する各地の紹介例を
ひろってみよう。
トゥクルール族に隣り合って住むセネガノレのウォロフ族でのグリオはゲウェ
ル gewelと呼ばれ，専門家というよりは，農業・漁業などの生業をもつかた
わらの兼業楽師である。ここでも，鍛冶庭，靴屋などの職人とともに，カスト
としては最下層のものとみなされており，村に定着しているだけに自白人とし
ての性格は弱L、ょうである。ニキプロヴェツキによれば，今日でさえ，彼らは
村の墓地に理葬を要求する権利すらもっていないとLづ。なぜなら，彼らが葬
られた土地は，永久に不毛の地になるとか，収穫高が半減するとかいわれてい
(22) 
るからである。そのため，彼らの遺体はバオバプの樹の洞におかれたりした。
事実，ダカールからそう遠くないところで，そのような一本の基木の中から数
多くの人'目'が発見されたことを， 1745年にトーマス・アストレー T.Astleyが
(23) 
報じているとL、う。
こうした低いカストであるにもかかわらず，セネガJレのグリオたちも，なか
んずく定住せずに専業的に村々を放浪して歩いている場合には，その芸術的演
奏の上で民衆の賞賛の的となっているばかりでなしその地で、最高の地位にあ
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る役人の俸給をはるかに上まわるほどの収入を得ている。それは，この地の人
人が，結婚や割礼をはじめ，人生のすべての重要な行事に際して，彼らの手を
かりざるをえないからに他ならない。ぞれらの儀式をとり行なうためには，世
間体を重んじるこの地の人々は，経済的に許容される範囲で豪蒼でなければな
らず，隣り近所にくらべて，けっしてけちくさくはできないのである。そして
グリオにとってみればまた，おふせに応じてその場の雇い主に対するほめ賛え
方が変ってくること，古今東西を通じてあたりまえのことである。
同じくニキプロヴェツキはi西部のニジエールにおいて，グリオに対するこ
うした報酬のつり上げが野放図に行なわれるのに対処して，人々が仕払L、額の
上限を協定によってとりさめたことを記している。これによって，グリオの収
入はかなりきりつめられることとなったため，彼らは協定に対する不満の意志
(24) 
色表明し，新聞もこの件を取り上げたとLづ。
(25) 
・ナイジエリアのハウサ旗についてのエイムズ D.W. Amesの記載lこも， こ
の地のグリ;fが乞食同様の最低のランクに置かれていながら，それと逆説的
に，彼らはハウサの生活の中できわめて重要な役割りを果しており，その芸術
が賛美されているばかりでなく，何人かの音楽家はまったくの経済的富裕階級
であることが述べられている。
ハウサ放のグリオ遣は，同じ部族の人たちの居住地域ばかりでなく，しばし
ば南下して北カメルーンのFゥJレ族の村々にまで，秋祭りの折などに呼ばれて
出かけ，村長格の家に寄留してその芸を披露するが，その場合も一般に，一段
(26) 
下級のものとしての格づけをされているとLづ。
ガンピアからギニアにかけて居住するマンディング族のグリオの音楽を採録
(27) 
したナイト Roder允 Knightの記述によると，この部族のグリオはジャリ.jali 
またはジェリ jeli(複数でジャロ Jレjalolu)と呼ばれ， 13世紀ないしそれ以前
(28) 
に糊るこの地の王国や族長の家系の歴史を世襲によって伝えてきたとL寸。し
かし，それらの政治的指導者の庇護を受け，その性格から指導者と民衆との聞
をとりもち，指導者に対しで公的・私的に多くの重要なアドバイスをつづけて
きた彼らも，欄民地支配と貨幣経務化が進展する過程で，この種の個人的庇護を
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亨受する基盤を失い，より広い視野でその音楽による生計をたてざるをえなく
なった。グリオの多くはこうして，現在では国立アンサンプルに加わったり，
バンドを結成してラジオに出演したり，周辺地域を巡り歩いての演奏活動で身
をたてるようになってきている。それだけ，演奏の場は拡大されたわけであ
る。そういえば，すでにz回にわたって来日したことのある司ギニア闇立“ジ冒
リパ Djoliba"バレー団のメンバーの多くも， グリオ出身であるときく。'な
お，宮廷づきの楽師の生きた姿としては，オート・ヴオルタのモシ族およびマ
ンプルシ放について， )1¥田順造の興味ある記述がみられg?
グリオをはじめ，職業集団に属するカストの人々が，むしろ自由人としての
性格を強くそなえ，高い地位におかれている例としては，ラプロウスキーの紹
(30) 
介しているダホメの場合があげられる。ここでは，音楽家は木彫師とならぶき
わめて人気の高い職業で， “音楽家はダホメ社会のプレイボーイ"などといわ
れ，自由人としての特権的身分を稿歌してきたとされる。したがって，ほとん
どのダホメ人は，この職業につきたいと音楽に手をつけるが，修業の厳しさか
ら，そう簡単になれるものではないという。
同じく，エドウイン Jカズンズ E.Cozzensの記長広ヵメルーンの例も，放
浪のグリオが高い人気ある地位を占めていることを示している。 r古い伝統は
消えつつあるが， ミンスートレノレ(グリオ〉は相変わらず人気者である。彼がある
部落に現れると，民衆はその歌を聴くために集まる。彼の伝統的な服装は，樹
皮の織維の股引，猿の尻尾か鹿の皮の細長い断片でできている一種のスカー
ト，それに脚につけるガラガラなど。……彼は物語りの語り手であり，音楽家
であるばかりでなく，遠隔の地からのニュースの伝達者でもある。...J
以上の数例だけでも理解しうるように，グリオにおけるカスト的な地位と，
経済的・文化的地位との背反する二面性は常に共通してはいるものの，そのい
ずれが優位に表現されるかは，地域により，部族社会により大きく異なってい
る。しかも，伝統的な社会構造が急、速に崩壊して，従来のカストや階層よりも
経済力そのものがものをいうようになり，一方，ラジオの普及をはじめとする
情報や文化の伝達手段が展開して，それなりの近代化が進みつつある現代のァ
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フリカにおいて，グリオそのものも変質せざるをえないし，それに対する社会
の評価も全体的に変ってきているのは明らかである。
とはいえ，歴史的にみても，また現在もなお，それなりに存在するグリオの
ニ面性の地域・部族差が，どのような要因の下に生み出されたものであるかに
ついては，究明すべき多くの課題が残'されている。おそらくは，各部放の経済
的・支化的発展の度合いからくる社会組織のあり方，とくにカスト制の強弱と
自由人のその中へのくみこまれ方，部族間分業とその支配従属関係，農耕社会
と遊牧社会との価値観の相違，イスラム教の惨透度と¥¥-::>た諦要素札ひとつ
ひとつ分析していくなかで，それを解決する緒はほぐれていくものと察せられ
る。
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